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会
員
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す

ご
壮
健
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
阿
哲
商
工
会
が
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
、
関
係
者
各
位

の
ご
支
援
に
よ
り
、
新
し
い
体
制

で
経
営
と
地
域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
平
成

十
八
年
四
月
一
日
に
発
足
し
、
早

三
ヶ
月
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

合
併
に
至
る
ま
で
に
は
三
年
間

に
渡
り
旧
大
佐
商
工
会
・
旧
神
郷

町
商
工
会
・
旧
哲
多
町
商
工
会
・

旧
哲
西
町
商
工
会
の
関
係
者
各
位

に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
商
工
会
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
、
過
疎
化
や
、

高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
起
因
す
る

購
買
力
の
低
下
に
よ
り
、
事
業
の

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
会
員
も

あ
り
、
本
会
員
の
減
少
な
ど
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
合
併
の
目
的
達
成
の

た
め
に
は
「
新
し
い
経
営
支
援
体

制
の
確
立
」、「
地
域
づ
く
り
の
中

核
的
役
割
の
確
立
」、「
自
ら
の
組

織
強
化
」
の
三
本
柱
を
掲
げ
て
お

り
、
こ
れ
ら
を
早
急
に
会
員
皆
様

に
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

広
域
と
な
り
ま
し
た
本
会
は
、

会
員
相
互
の
一
体
感
の
醸
成
や
、

同
一
共
同
事
業
を
進
め
る
に
つ
い

て
は
些
か
時
間
も
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
お
互
い
に
共
同
体

意
識
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
早
期

に
合
併
効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
各
支
所
管
内
に
は
様
々

な
特
性
が
あ
り
独
自
の
地
域
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
更
に
管
内
に
埋
も

れ
て
い
る
資
源
を
再
発
見
し
、
こ

れ
を
活
か
し
育
て
る
こ
と
に
よ
っ

て
今
後
の
地
域
発
展
を
見
い
出
す

こ
と
が
出
来
れ
ば
こ
の
地
域
の
将

来
が
開
け
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
が
た
め
に
は
行
政
と
も
連

携
を
密
に
し
協
働
で
の
商
工
業
振

興
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
は
「
阿
哲
商
工

会
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス（
再
生
・
復
興
）」

と
し
て
全
力
を
挙
げ
て
会
員
の
皆

様
に
信
頼
と
期
待
さ
れ
る
商
工
会

に
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
鋭

意
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

  

ど
う
か
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
会
に
対
し
ま
し
て
今

後
と
も
益
々
の
ご
理
解
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

  

後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
各
位

の
事
業
の
一
層
の
ご
発
展
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
し
発
刊
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

阿
哲
商
工
会
ス
タ
ー
ト

阿
哲
商
工
会

　

会
長　

難 

波 

孝 

一

　

四
月
一
日
（
土
）
午
前
十
一
時

よ
り
、
本
部
商
工
会
館
に
於
い
て

阿
哲
商
工
会
開
所
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
坂
原
副
会
長
の
開
会
の

辞
の
後
、
本
部
会
館
前
に
て
商
工

会
の
設
立
認
可
の
伝
達
「
阿
哲
商

工
会
」
看
板
の
除
幕
式
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
本
部
会

館
二
階
研
修
室
に
移
し
木
村
筆
頭

理
事
か
ら
難
波
会
長
へ
設
立
事
務

の
引
き
継
ぎ
を
行
い
、
新
役
員
及

び
職
員
の
紹
介
そ
し
て
、
難
波
会

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
石
垣
正
夫
新
見
市
長

榎
日
出
男
新
見
市
議
会
議
長
、
新

中
淑
弘
新
見
商
工
会
議
所
会
頭
よ

り
祝
辞
を
賜
り
、
妹
尾
副
会
長
が

閉
会
の
辞
を
述
べ
式
を
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

平成１８年度通常総会（難波会長挨拶）

開所式の様子
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通
常
総
会
の
開
催

　

阿
哲
商
工
会
と
な
り
初
め
て
の

通
常
総
会
を
五
月
十
七
日
、「
や

ま
び
こ
広
場
神
郷
」
の
し
ゃ
く
な

げ
ホ
ー
ル
に
て
委
任
状
を
含
む

二
百
五
十
八
名
の
会
員
出
席
の
も

と
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
十
事
業
所
か
ら
推
薦
さ
れ
た

四
十
三
名
の
優
良
従
業
員
表
彰
を

行
い
、
石
垣
正
夫
新
見
市
長
な
ど

五
名
の
ご
来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
戴

致
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
議
長
に

は
神
郷
地
区
の
㈱
上
田
建
設
の
社

長
上
田
久
志
氏
が
選
出
さ
れ
、
七

つ
の
議
案
を
慎
重
審
議
し
全
議
案

が
原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま

し
た
。優

良
従
業
員
表
彰

　

受
彰
者
は
次
の
と
お
り

岡
山
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

　
　
（
勤
続
年
数
三
十
五
年
以
上
）

　

柴
田
茂
樹
（
井
山
家
具
店
）

　
　
（
勤
続
年
数
三
十
年
以
上
）

　

羽
場
重
幸
（
三
光
正
宗
㈱
）

　
　
（
勤
続
年
数
二
十
五
年
以
上
）

　

赤
木
つ
や
子

　
　
（(

資)

丸
山
製
粉
所
）

阿
哲
商
工
会
会
長
表
彰

　
　
（
勤
続
年
数
二
十
年
以
上
）

　

佐
々
井
勝
美
（
㈱
上
山
住
建
）

　

吉
川
元
見
（
㈱
上
山
住
建
）

　

川
上
博
志

　
　
（
北
備
自
動
車
修
理
工
場
㈲
）

　

福
本
忠
治
（
神
郷
建
設
㈱
）

　

桂　

照
美
（
㈱
上
田
建
設
）

　

橋
本
日
出
夫

　
　
（
阿
新
ク
レ
ー
ン
㈱
）

　

古
屋
陽
子（
阿
新
ク
レ
ー
ン
㈱
）

　

滝
口
定
治

　
　
（(

資)

丸
山
製
粉
所
）

　
　
（
勤
続
年
数
十
五
年
以
上
）

　

松
原
百
香
（
㈱
上
田
建
設
）

　

大
原
国
美
（
㈱
上
田
建
設
）

　
　
（
勤
続
年
数
十
年
以
上
）

　

平
田
昌
三
（
㈱
上
山
住
建
）

　

平
田
純
子
（
㈱
上
山
住
建
）

　

宮
地　

保
（
竹
平
建
築
所
）

　

上
田
寿
美
男
（
㈱
上
田
建
設
）

　

二
嶋
龍
介（
阿
新
ク
レ
ー
ン
㈱
）

　

荒
木
民
子

　
　
（
中
村
建
設
㈱　

新
見
支
店
）

　

細
川
乃
生
江

　
　
（
㈲
ウ
ィ
ン
グ
・
ア
ル
フ
ァ
）

　

長
田
広
枝

　
　
（
㈲
ウ
ィ
ン
グ
・
ア
ル
フ
ァ
）

　

三
谷
ほ
津
み
（
吉
原
建
材
㈲
）

　
　
（
勤
続
年
数
五
年
以
上
）

　

渡
辺
勝
義
（
㈲
山
田
産
業
）

　

福
島
敏
子
（
㈱
ポ
リ
テ
ッ
ク
）

　

熊
谷
真
樹
（
㈱
ポ
リ
テ
ッ
ク
）

　

瀧
崎
久
司
（
㈲
宮
地
加
工
所
）

　

中
田
丞
二
（
㈲
宮
地
加
工
所
）

　

山
岡
梅
子
（
㈲
宮
地
加
工
所
）

　

石
田
見
生
恵（
㈲
宮
地
加
工
所
）

　

上
田
健
一
朗
（
㈱
上
田
建
設
）

　

中
田
正
幸
（
㈱
上
田
建
設
）

　

島
上
英
治

　
　
（
神
郷
町
ふ
る
さ
と
振
興
㈱
）

　

柴
原
三
紀
男

　
　
（
神
郷
町
ふ
る
さ
と
振
興
㈱
）

　

田
井
正
利
（
㈲
サ
ン
ラ
イ
ン
）

　

松
島　

亮
（
㈲
サ
ン
ラ
イ
ン
）

　

奈
尾
忠
重
（
㈲
サ
ン
ラ
イ
ン
）

　

村
上　

操

　
　
（
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
哲
西
）

　

末
尾
友
子

　
　
（
㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
哲
西
）

　

戸
田
朱
美

　
　
（
㈲
ウ
ィ
ン
グ
・
ア
ル
フ
ァ
）

　

河
上
厚
志
（
㈲
戸
川
木
材
）

　

宮
永
貴
之
（
㈲
戸
川
木
材
）

　

須
田
晃
寿
（
吉
原
建
材
㈲
）

　

吉
原
祥
五
（
吉
原
建
材
㈲
）

　

第
一
回
岡
山
県
商
工
会
大
会
が

六
月
十
日
の
「
商
工
会
の
日
」
に

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
阿
哲
商
工
会
か
ら
は

表
彰
受
賞
者
を
含
む
二
十
八
名
が

参
加
致
し
ま
し
た
。

阿
哲
商
工
会
関
係
の
受
賞
は
次
の

と
お
り
。

【
県
知
事
感
謝
状
】

　

旧　

大
佐
商
工
会

　

旧　

神
郷
町
商
工
会

　

旧　

哲
多
町
商
工
会

　

旧　

哲
西
町
商
工
会

【
岡
山
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表

彰
・
役
員
功
労
者
】

　
　

難
波
孝
一
、
村
上
博
通
、

　
　

仲
田
康
豊
、
福
田
勝
、

　
　

瀬
田
和
子
、
田
辺
収
、

　
　

渡
辺
昭
良
、
松
本
文
江

【
優
良
職
員
表
彰
】

　
　

深
井
太
、
三
輪
美
保
子
、

　
　

千
合
雅
子

【
商
工
貯
蓄
共
済
新
規
加
入
上
位

商
工
会
表
彰
】

　
　

旧　

哲
多
町
商
工
会

【
個
人
評
価
優
良
部
門
表
彰
】

　
　

阿
哲
商
工
会
（
第
二
位
）

二
級

　
　
　

土
屋
信
寿

四
級

　
　
　

長
尾
星
良

五
級

　
　
　

長
尾
星
良
、
横
山
翔
子　

六
級　

　
　
　

松
井
瑞
暉
、
深
井
夏
美

　
　
　

赤
木　

結
、
矢
田
谷
瑠
美

七
級　

　
　
　

笹
尾
瑠
美
、
矢
田
谷
瑠
美

　
　
　

田
口
香
緒
里

八
級

　
　
　

中
野
康
之
、
瀬
尾
和
夢

　
　
　

西
江
明
日
香

第
一
回 

商
工
会
大
会

　
　

開
催
さ
れ
る

第
百
四
十
一
回

　

珠
算
検
定
試
験　

合
格
者

関　満博氏の基調講演（商工会大会）

お
め
で
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

優良従業員表彰式（県連会長表彰）
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六
月
四
日
（
日
）、
新
生
新
見

市
発
足
一
周
年
を
記
念
し
、
本
年

で
二
十
三
回
目
と
な
る
「
哲
多
ふ

る
里
す
ず
ら
ん
ま
つ
り
」
を
石
垣

正
夫
新
見
市
長
な
ど
多
数
の
来
賓

を
迎
え
開
催
致
し
ま
し
た
。
ま
つ

り
は
、
哲
多
地
区
内
の
三
十
五
団

体
と
協
力
し
て
実
行
委
員
会
を
組

織
し
て
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
哲
多
神
楽
同
好
会
の
「
備

中
神
楽
」
で
幕
を
開
け
婦
人
会
有

志
に
よ
る
傘
踊
り
や
鳴
子
踊
り
、

哲
多
中
学
校
三
年
生
に
よ
る
銭
太

鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
「
帰
っ
て
こ
い
よ
」
の

歌
が
懐
か
し
い
松
村
和
子
さ
ん
に

よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
で
会
場
は
最
高

潮
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
「
ア
ー
ム

レ
ス
リ
ン
グ
大
会
」
や
会
員
か
ら

提
供
さ
れ
た
扇
風
機
な
ど
ス
ポ
ン

サ
ー
賞
が
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

梅
雨
は
中
休
み
と
な
り
、
天
候
に

も
恵
ま
れ
市
内
外
か
ら
多
く
の
観

覧
者
が
来
場
下
さ
い
ま
し
た
。

す
ず
ら
ん
ま
つ
り

ビ
ン
ゴ
大
会

  

ス
ポ
ン
サ
ー
賞

　

  

提
供
事
業
所
（
順
不
同
）

   

四
十
八
事
業
所
、
三
百
六
品
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
木
村
酒
店　
　
　
　

・
㈱
上
山
住
建

・
小
川 

潔
商
店　

 　

・
奥
田
建
設
㈱

・
藤
井
鉄
工
所      

・
下
川
住
宅

・
清
水
商
会
㈲      

・
㈲
光
タ
ク
シ
ー

・
阿
新
ク
レ
ー
ン
㈱  

・
広
兼
電
機
㈱

・
三
上
守
椎
茸
園　
　

・
山
本 

節
商
店

・
亀
山
商
店　
　
　
　

・
定
岡
理
容
所

・
名
越
商
店        

・
川
上
商
店

・
部
屋
豆
腐
店　
　
　

・
安
達
電
気
工
事

・
㈲
サ
ン
ラ
イ
ン    

・
旭
礦
末
資
料(

資)

・
㈲ 

山　

幸　

 　
　

・
永
田
商
店

・
食
源
の
里 

祥
華   

・
メ
ナ
ー
ド 

瀧
口

・
岡
田
衣
料
㈲　
　
　

・
今
井
美
容
室

・
㈲
親
和
産
業　
　
　

・
㈲
マ
ル
石
設
備

・
理
容
ヤ
マ
モ
ト    

・
日
本
砕
石
砿
業
㈱

・
阿
新
美
装
㈲　
　
　

・
美
容
室
あ
か
ぎ

・
㈲
ひ
ら
の
園
芸    

・(

資)

丸
山
製
粉
所

・
小
川
農
園

・
阿
新
農
協
哲
多
支
所

・
真
庭
市　

さ
と
う
医
院

・
中
村
建
設
㈱
新
見
支
店

・
㈲
ナ
ガ
エ
・
オ
ー
ト

・
阿
新
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱

・
本
郷
ス
ト
ア
ー
あ
か
や
ま

・
㈱
哲
多
す
ず
ら
ん
食
品
加
工

・
㈲
哲
多
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

・
極
東
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ

・
㈲
オ
ー
ト
来
夢
ヨ
シ
オ

・
介
護
、
福
祉
の
店 

と
も

・
㈲
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア

・
ス
ナ
ッ
ク
ミ
ニ
オ
ン

湿
原
ま
つ
り
の
開
催

　
　

五
月
四
日
、き
ら
め
き
広
場
・

哲
西
に
お
い
て
今
年
で
十
七
回
目

と
な
る
「
鯉
が
窪
湿
原
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
太
鼓
田
植
え
や
昔
な

が
ら
の
牛
の
代
か
き
な
ど
を
一
目

見
よ
う
と
、
県
内
外
か
ら
多
数
の

観
客
を
迎
え
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
阿
哲
商
工
会
で
は
哲
西

エ
リ
ア
青
年
部
員
が
バ
ザ
ー
を
開

き
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

す
ず
ら
ん
ま
つ
り

開
催
し
ま
し
た

松村和子さんの歌謡ショー

大勢の観客で賑わいました
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商 工 会 を ご 活 用 下 さ い

マル経融資
資金の必要な方、商工会の推薦で国の融資が受けられます。

（国民生活金融公庫　経営改善資金）
無担保・無保証人、しかも低利でご利用いただけます。

・常時使用する従業員が 20 人以下 ( 商業サービス業の場
合 5 人以下 ) の法人・個人事業主の方
・商工会の経営指導員の指導を 6 ヶ月以上受けている方
・所得税、法人税、事業税、県民税等を完納していること
・原則として阿哲商工会地区で最近 1 年以上事業を営んで
いる方
・商工業者であり、かつ、国民生活金融公庫の融資対象業
種を営んでいる方

ご融資の条件

運転資金 設備資金
ご融資額 550 万円以内のほか別枠 450 万円以内

ご返済期間

（内据置期間）

5 年以内

（6 ヶ月以内）

7 年以内

（6 ヶ月以内）
利率 年 2.15%

（平成 18 年 7 月 3 日現在）

協賛広告の募集

商工会ニュースの
　協賛公告を募集します

お問い合せは　事務局まで
　阿哲商工会　
　　　　℡　９２ー６１０３



商工会ニュース 平成 18 年 7 月(�)
　

四
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
七

時
よ
り
本
部
会
館
に
於
い
て
、
通

常
部
員
総
会
を
開
催
し
、
平
成

十
七
年
度
事
業
報
告
な
ど
七
つ
の

議
案
が
上
程
さ
れ
全
て
の
議
案
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

『
主
な
事
業
』

・
視
察
研
修
の
実
施

・
学
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
地
区
予

選
会
の
開
催

・
県
青
連
野
球
大
会
へ
の
参
加

・
若
手
後
継
者
等
育
成
事
業　

・
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

・
各
地
区
エ
リ
ア
会
議
の
開
催

新
役
員

　
　

副
部
長　
　

地
職　

義
幸　

　
　
　

〃　
　
　

大
原
栄
太
郎　

　
　
　

〃　
　
　

長
江　

知
行　

　
　

常
任
委
員　

植
田　

賢
明　

　
　
　

〃　
　
　

原
田　

晃
平　

　
　
　

〃　
　
　

雛
田　

寿
男　

　
　
　

〃　
　
　

福
田　

豊
孝　

　
　
　

〃　
　
　

上
山　

精
一　

　
　
　

〃　
　
　

奈
尾　

忠
重　

　
　
　

〃　
　
　

逸
見　

昌
司　

　
　
　

〃　
　
　

川
原　

善
法　

　
　
　

〃　
　
　

山
口　

吉
弘　

　
　

常
任
委
員　

佐
々
木　

真　

　
　

監
査
委
員　

阪
井　
　

誠　

　
　
　

〃　
　
　

小
藤　

民
典

学
童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

　

岡
山
県
商
工
会
地
域
学
童
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
阿
哲
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
を
、
五
月
六
日
神
郷
温
泉

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
、
阿

哲
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
七
チ
ー
ム
が

参
加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
五
月
二
十
一
日
に
開
催
さ
れ

た
岡
山
県
大
会
へ
は
阿
哲
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
を
優
勝
し
た
「
野
馳
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
出
場
し
、
決

勝
で
妙
立
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
に
〇
対
一
で
破
れ
惜
し
く
も
準

優
勝
に
終
わ
り
ま
し
た
。

岡
山
県
商
工
会
青
年
部　
　
　
　

親
善
野
球
大
会
へ
の
参
加

　

六
月
十
八
日
に
高
梁
市
の
「
な

り
わ
球
場
」
で
開
催
さ
れ
た
青
年

部
親
善
野
球
大
会
予
選
大
会
へ
出

場
し
、
県
大
会
出
場
の
か
か
っ
た

第
二
試
合
で
備
北
商
工
会
Ｂ
チ
ー

ム
と
対
戦
し
〇
対
四
で
惜
し
く
も

破
れ
、
マ
ス
カ
ッ
ト
球
場
へ
の
切

符
を
手
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

・
マ
イ
バ
ッ
ク
、
エ
コ
バ
ッ
ク

　
　

運
動
の
実
施

　

・
子
育
て
、
高
齢
者
支
援
活
動

　

・
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

　

・
各
地
区
エ
リ
ア
会
議
の
開
催

　
新
役
員

　
　

　
　

副
部
長　
　

瀬
田　

和
子　

　
　
　

〃　
　
　

宮
﨑　

桂
子　

　
　
　

〃　
　
　

長
尾　

民
子　

　
　

常
任
委
員　

後
藤
美
恵
子　

　
　
　

〃　
　
　

山
形
由
紀
子　

　
　
　

〃　
　
　

西
村　

佳
子　

　
　
　

〃　
　
　

赤
木　

明
子　

　
　
　

〃　
　
　

野
田　

定
子　

　
　
　

〃　
　
　

池
田
一
二
三　

　
　

監
査
委
員　

坂
原　
　

操　

　
　
　

〃　
　
　

清
水　

清
江　

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

部
長

　

水
上
真
一

準優勝の『野馳スポーツ少年団』

青年部熱戦の様子（なりわ球場）

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

　

五
月
二
日
（
火
）
午
後
六
時

よ
り
大
佐
の
玉
将
会
議
室
に
於
い

て
、
通
常
総
会
を
開
催
し
、
平
成

十
七
年
度
事
業
報
告
な
ど
六
議
案

が
上
程
さ
れ
全
て
の
議
案
が
全
会

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

『
主
な
事
業
』

　

・
視
察
研
修
の
実
施

　

・
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

　
　

大
会
へ
の
参
加

部
長

　

豊
田
久
美
子

女性部　通常部員総会の様子

一緒に活動しませんか？
あなたのパワーを地域づくりのために
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会　

長　
　

難
波　

孝
一　
　

　

副
会
長　
　

妹
尾　

生
男　
　

　
　

〃　
　
　

坂
原　

照
二　
　

　

筆
頭
理
事　

木
村　

正
明　
　

　

理　

事　
　

村
上　

博
通　
　

　
　

〃　
　
　

吉
田　

博
典　
　

　
　

〃　
　
　

井
山　
　

淳　
　

　
　

〃　
　
　

後
藤　

三
男

　
　

〃　
　
　

地
職　

義
幸　
　

　
　

〃　
　
　

豊
田
久
美
子　
　

　
　

〃　
　
　

仲
田　

康
豊　
　

　
　

〃　
　
　

福
田　
　

勝　
　

　
　

〃　
　
　

石
倉　

竹
夫　
　

　
　

〃　
　
　

大
原　

砂
利　
　

　
　

〃　
　
　

大
原
栄
太
郎　
　

　
　

〃　
　
　

瀬
田　

和
子　
　

　
　

〃　
　
　

上
山　

益
美　
　

　
　

〃　
　
　

小
川　
　

潔　
　

　
　

〃　
　
　

小
坂　

延
也　
　

　
　

〃　
　
　

長
江　

知
行　
　

　
　

〃　
　
　

宮
﨑　

桂
子　
　

　
　

〃　
　
　

宮
田　

廉
吾　
　

　
　

〃　
　
　

難
波　
　

博　
　

　
　

〃　
　
　

生
熊　

一
博　
　

　
　

〃　
　
　

佐
々
木
立
典

　
　

〃　
　
　

水
上　

真
一　
　

　
　

〃　
　
　

長
尾　

民
子　
　

　

監　

事　
　

阪
井　
　

繁　
　

　
　

〃　
　
　

逸
見　

孝
明　
　

地
区
運
営
会
議
代
表
理
事

　

大
佐
地
区　

村
上　

博
通　
　

　

神
郷
地
区　

仲
田　

康
豊　
　

　

哲
多
地
区　

木
村　

正
明　

　

哲
西
地
区　

難
波　
　

博

《
本
部
》

　

事
務
局
長　
　

竹
本
俊
郎

　

支
援
課
長　
　

髙
井
俊
和
（
大
佐
地
区
担
当
）

　
主
席
経
営
指
導
員　

深
井　

太
（
哲
西
地
区
担
当
）

　

経
営
指
導
員　

四
木
潤
一
（
神
郷
地
区
担
当
）

　

経
営
指
導
員　

向
井
勝
彦
（
哲
多
地
区
担
当
）

　

主　
　

任　
　

三
輪
美
保
子

　

主　
　

事　
　

小
谷
さ
ち
子

　

主　
　

事　
　

村
上
明
弘

　

記
帳
指
導
員　

南　

智
子

《
大
佐
支
所
》

　
（
兼　

務
）　　

高
井
俊
和

　

主　
　

任　
　

森
定
洋
子

《
哲
多
支
所
》

　
（
兼　

務
）　　

向
井
勝
彦

　

主　
　

任　
　

千
合
雅
子

《
哲
西
支
所
》

　
（
兼　

務
）　　

深
井　

太

　

主　
　

任　
　

三
上
美
佐
枝

阿
哲
商
工
会
役
員

事
務
局
体
制

商工会の現況
平成１８年７月１日現在

商工業者　　	 ５４６名

小規模事業者	 ５１５名

会　員　　	 ４４３名

組織率　　	 ７３. ８％

青年部員　　	 ４２名

女性部員　　	 ８４名
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新
任
あ
い
さ
つ

事
務
局
長

　
　

竹
本
俊
郎

　

阿
哲
商
工
会
の
発
足
に
当
た

り
、
事
務
局
体
制
（
本
部
・
支
所
）

を
整
備
し
、
こ
の
度
私
が
事
務
局

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
旧
各
商
工
会
は
ご
承
知

の
と
お
り
二
名
程
度
の
職
員
で
実

務
を
執
っ
て
い
た
た
め
事
務
局
と

し
て
の
組
織
形
体
を
成
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
合
併
に

よ
り
事
務
局
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
限
ら
れ
た
人
員
、
各
支

所
に
実
質
二
名
を
配
す
る
な
ど
に

よ
っ
て
本
部
の
人
員
も
限
ら
れ
、

合
併
し
た
商
工
会
事
務
局
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
い
た
し
ま
す
に

は
、
十
分
と
は
言
え
ず
今
後
再
構

築
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
効
率

的
な
体
制
に
整
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

  

私
を
始
め
と
す
る
職
員
は
、
会

員
の
皆
様
に
絶
対
的
な
信
頼
を
受

け
る
た
め
、
絶
え
ず
会
員
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
す
る
と
共
に
、
常

に
適
切
な
情
報
提
供
や
本
来
業
務

で
あ
り
ま
す
経
営
指
導
に
専
心
で

き
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

  

そ
の
た
め
に
は
時
代
を
先
取
り

す
る
情
報
収
集
や
研
鑽
に
日
夜
努

め
る
こ
と
に
よ
り
、
適
宜
適
切
に

経
営
指
導
等
を
行
な
い
会
員
の
皆

様
の
商
工
会
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
の
自
ら
の
組
織

強
化
の
た
め
に
は
、
会
員
の
皆
様

方
に
は
商
工
会
を
窓
口
と
す
る
貯

蓄
共
済
を
始
め
各
種
の
共
済
制
度

等
の
加
入
促
進
に
も
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

  

私
共
の
精
神
は
「
会
員
の
た
め

の
商
工
会
」・「
地
域
と
共
に
歩
む

商
工
会
」・「
魅
力
あ
る
商
工
会
」

と
し
て
、
日
々
努
め
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

方
に
は
更
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
切
に
熱
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

  

今
年
も
猛
暑
の
夏
で
ご
ざ
い
ま

す
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
今
後
ま

す
ま
す
の
事
業
発
展
を
職
員
一
同

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

　

平
成
十
三
年
三
月
か
ら
足
か
け

五
年
の
検
討
期
間
を
経
て
、
新
ら

た
に
「
阿
哲
商
工
会
」
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
質
の

高
い
支
援
が
行
え
る
よ
う
職
員
一

同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。


